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論文

学生健康調査から見る学生のメンタルヘルス
―コロナ禍での学生サポートの一助として―

要　旨
　本研究では、2016年～ 2020年度の春に石川県立大学の学部学生を対象として実施した「心と体の健康調査」
の結果を分析した。最初に 1年生を対象として、入学年度による違いの有無を検討したところ、身体的健康
や精神的健康の不調、自己や性格についての悩み、生活・家族・将来についての悩みでは、一定の変動はあ
るものの、入学年度による違いは見られなかった。一方、対人関係に対する悩みでは、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大の影響を受けた 2020年度入学生では、他の入学年度生に比べて、不安や悩みを感じていた。
また、「自分の目標」「将来に対する不安」に関する項目でも、2020年度入学生は他の入学年度生に比べ、同
様に不安傾向が高いことが示された。次に、学年による傾向の有無について検討したところ、学年の上昇と
ともに悩みが変動する側面と学年に関わらず悩みを持つ者が一定数存在する側面が見られることが示唆され
た。
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問題と目的
高等学校や大学の時期は､ 心理的には青年後期に
あたる。この時期は、対人関係の広がりの中で喜怒
哀楽さまざまな感情を体験し、心理的に揺れ動く時
期、あるいは、アイデンティティ（identity）の模
索や挫折の経験を通じて、将来の進路決定や社会人
として独立していく準備の時期といえる（畑野, 2019; 

向田, 2017; 澤田, 2018）。その一方で、青年期特有の心
理的不安定さも抱えており、この時期は精神疾患を
はじめとして、うつ傾向、摂食障害、神経症など、
さまざまな心理的問題の発生しやすい時期でもある
（水澤 , 2016）。
また、高等学校から大学への進学は、人生におけ
る重要な一つの転機（transition）でもあり（川嶋 , 

2006; 溝上 , 2018）、これまでとは違う新たな生活環
境、学習環境への適応が求められるという点でも、
ストレスがかかりやすい時期であるといえる。
このような点を踏まえ、今日、各大学では保健セ
ンター（保健室）や学生相談室（カウンセリングルー
ム）を整備するとともに、入学時に学生に対しスク
リーニング調査等を実施し（澤田 , 2003）、学生の
心身両面での不調を早期に発見し、心身の健康面で
のサポートをおこなっている。たとえば、大学生の

学生相談では、進路や修学、対人関係、恋愛関係に
関する相談内容が多くを占めることが報告されてい
る（澤田 , 2003; 田口・篠田 , 2017; 高石 , 2009）（注
1）。
このような青年期固有の心理特性や大学進学とい
う転機など、通常想定される課題に加え、2020年
度の新入生の場合、大学は以下に示す点についても
配慮とサポートが必要となっている。
すなわち、2020年度春に大学に入学した新入生
は、1990年に始まった現行の大学入試センター試
験の最後の受験学年である。彼・彼女らは、2021

年度から大学入試が大きく変わることを意識しなが
ら、今春の目標大学の合格を目指して受験勉強に取
り組まなければならない学年であった。したがって、
例年以上に、大学入試センター試験の平均点や予備
校等が公表する各大学の合格ボーダーライン、出願
倍率などを基に、出願先を検討し、さまざまな条件
の下で進路を決定しなければならなかったといえ
る。
加えて、受験期には新型コロナウイルス感染症の
感染者が全国的に増加し（3月 11日にはWHOが「パ
ンデミック（世界的大流行）」を表明）、石川県内に
おいても、県立学校は 3月 2日から順次 24日まで
臨時休業する状況となった。受験生にとっては、受
験が終盤になるにつれ感染拡大が伝えられ、大学に
よっては個別学力試験の中止も発表される中、どの
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時点で進学先を決定するか、地元の大学に進学する
か否かについても、例年とは異なる意思決定が求め
られた年といえる。
さらに、新年度早々の 4月 7日には、7都府県（東
京、神奈川、埼玉、千葉、大阪、兵庫、福岡）を対
象に緊急事態宣言が発令され、13日には石川県に
おいても独自の緊急事態宣言が発令される事態と
なった。幸い石川県内の大学はじめ県立学校等の多
くでは、入学式を挙行することはできたものの、
「Stay Home」をスローガンに、新入生（学生・生徒・
児童）はキャンパス・校内に立ち入ることもできず、
担任やクラスメイトとも馴染めないまま、結果的に
5月 31日までの休校措置へとなってしまった。こ
の間、県内の大学では、手探りの中、オンライン会
議システム（e.g. Zoomや Teams）や学習支援シス
テム（learning management system: LMS）を用いて
遠隔授業を実施し、学習支援やメンタルケア等を
行ってきたが、大学新入生にとっては、慣れない環
境や情報環境の不備の中で自宅学習を余儀なくされ
ることとなった。緊急事態宣言の全面解除（5月 25

日）を受け、漸く対面授業が部分的ながら段階的に
再開され、新入生がキャンパスに足を踏み入れるこ
とができるようになったのは、入学式から約 2ヶ月
後の 6月に入ってからであった。
このように、2020年度は大学入試制度の転換期
にあたり、大学にとっては例年以上に多様な志望動
機で入学してきた学生がいる可能性があることか
ら、初期の段階における大学適応へのサポートが求
められる年であった。しかしながら、新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大に伴い、新入生オリエン
テーション等の行事をはじめ、前期授業の大半がオ
ンラインでの開講となったために、入学当初におけ
る教員と学生あるいは学生相互の対面による直接的
な交流の機会を設けることができなかった。そのた
め、例年以上に個々の学生への連絡や対応が求めら
れるとともに、5月の大型連休明けから始まったオ
ンライン授業を通じて学生相互のコミュニティを形
成していかなければならず、学生の居場所作りやメ
ンタルサポートの重要性と難しさが認識された年で
あったといえる。
本研究では、以上の点を踏まえ、石川県立大学の
在学生を対象として、2016年度から 2020年度に実
施された「心と体の健康調査」のデータを用いて、
入学時点での不安や悩みに、入学年度や男女による
違いが見られるのか否か、また不安や悩みに学年に
よる違いが見られるのか否かについて検討すること
を目的とした。なかでも、上述したように、コロナ
禍により、これまで誰も経験したことない特殊な体
験をせざるをえなかった本年度の新入生の特徴を、

学生の意識調査を基に把握することは、今後も続く
「WITHコロナ時代」の学生サポートのあり方を検
討するうえで重要な示唆が得られるものと考える。

方　法
（1）調査対象と手続き
石川県立大学では、2015年度の試行調査を踏ま
え、保健室が中心となって「心と体の健康調査」を
実施している（注 2）。調査は、生物資源環境学部 3

学科に在籍する男女全学生を対象に、2016年度か
ら 4月初旬に行われる新年度オリエンテーションで
調査票を配付し、同期間中の保健室からの説明時に
回収している。なお、本調査は大学院生についても
実施しているが、本研究においては学部学生のみを
対象としている。また、2020年度は、新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大の影響を受けて、4月で
の調査は 1年生のみの実施となっており、所定の提
出用ボックスを設置して回収を行った。
（2）調査内容
調査票は 30項目からなり、調査は記名式でマー
クシートにより実施している。30項目は、身体的
健康の不調面（5項目）、精神的健康の不調面（4項
目）、自己・性格に対する悩み（6項目）、対人関係
の悩み（3項目）、学業や学生生活に対する適応の
悩み（6項目）、生活・家族・将来に対する悩み（5

項目）の 6側面 29項目と、最後に相談の希望の有
無についての 1項目から構成されている。なお、項
目 28「信頼できる友達がいる」および項目 29「将
来に希望を持っている」については逆転項目として
設定されている。
調査では、「あなたは今、体も心も元気ですか？
心身の健康状態を把握するために、学年のはじめに
健康調査を実施します。結果をもとに、保健室とク
ラス担任の教員で、気持ちよく学年をスタートでき
るように支援していきたいと考えています。」と教
示し、項目 1から項目 29については、「a. あてはま
る」「b. ややあてはまる」「c. どちらでもない」「d. 

あまりあてはまらない」「e. あてはまらない」の 5

択で回答を求めた。項目 30「誰かに相談したいと
思っていますか」については、「a. 相談するほどで
はない」、「b. 友だちに相談したい」、「c. 家族に相談
したい」、「d. 大学（教員、保健室、相談室）に相談
したい」、「e. 誰かに相談したいが、まだ話せそうに
ない」の中から複数選択可で回答を求めた。
分析に当たり、項目 1から 29については、「a. あ
てはまる」を 5点、「e. あてはまらない」を 1点と
換算して得点化した。
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結果と考察
年度ごとの回答者数を表 1に示す。回答総数はの
べ 2304名であった。以下では、欠損値などを考慮
して、分析ごとに有効回答のみを用いて、データ解
析を行った。なお、学年ごとの回答者数には、3年
次編入生や留年生も含まれている（注 3）。

（1）新入生（1年生）の入学年度および男女差
2016年度から 2020年度に回収された 1年生の

データについて、入学年度および男女ごとに、項目
およびカテゴリーごとの平均スコアを算出した（表
2-1、表 2-2）。逆転項目である項目 28および項目
29を除く各項目および各カテゴリー得点では、点
数が高いほど不調や悩みを抱えていることを意味し
ている。そのため、カテゴリー得点（i.e. カテゴリー
（e.g. 対人関係）を構成する項目の素点合計を項目
数で除した値）を算出する際には、逆転項目である
項目 28と項目 29については、「a. あてはまる」を
1点、「e. あてはまらない」を 5点と換算して得点
化した。

5年間の各カテゴリー得点の平均と標準偏差は、
身体的健康が2.27±0.86、精神的健康が2.19±0.86、
自己・性格が 3.09± 0.89、対人関係が 2.57± 0.86、
学業・適応が 2.70± 0.74、生活・家族・将来が 2.75

± 0.75であった。5年間の全体傾向として、各カテ
ゴリー得点は意味上の中央値である 3点よりも低い

2016 2017 2018 2019 2020
１年生 137 (66 / 71) 135 (73 / 62) 139 (74 / 65) 129 (58 / 71) 131 (69 / 62)
２年生 130 (63 / 67) 137 (65 / 72) 134 (73 / 61) 138 (70 / 68) －
３年生 128 (62 / 66) 148 (76 / 72) 147 (70 / 77) 142 (78 / 64) －
４年生 123 (53 / 70) 126 (61 / 65) 138 (68 / 70) 142 (65 / 77) －

表 1　年度・学年・男女ごとの回答者数

注）数値は、人数（男性／女性）を示す

2016 2017 2018 2019 2020
男 2.08 (0.94) 2.49 (0.88) 2.25 (0.88) 2.28 (0.84) 2.29 (0.83)
女 2.22 (0.79) 2.44 (0.86) 2.19 (0.89) 2.35 (0.84) 2.12 (0.89)
男 2.16 (1.18) 2.49 (1.27) 2.00 (1.15) 2.10 (1.02) 2.07 (1.09)
女 2.32 (1.33) 2.21 (1.18) 2.08 (1.15) 2.20 (1.10) 1.97 (1.17)
男 1.98 (1.26) 2.48 (1.43) 1.96 (1.10) 1.98 (1.15) 1.98 (1.19)
女 1.72 (0.97) 2.00 (1.30) 1.90 (1.19) 1.96 (1.13) 1.71 (0.99)
男 1.98 (1.48) 2.01 (1.42) 2.22 (1.47) 2.19 (1.48) 2.40 (1.70)
女 2.06 (1.41) 2.85 (1.62) 2.11 (1.44) 2.08 (1.51) 2.09 (1.51)
男 1.62 (1.08) 2.42 (1.45) 2.27 (1.35) 2.19 (1.44) 2.18 (1.37)
女 1.94 (1.27) 2.28 (1.47) 2.11 (1.37) 2.31 (1.34) 2.10 (1.41)
男 2.65 (1.33) 3.05 (1.31) 2.81 (1.29) 2.95 (1.26) 2.83 (1.28)
女 3.04 (1.26) 2.87 (1.18) 2.73 (1.19) 3.18 (1.21) 2.72 (1.40)
男 2.00 (0.84) 2.25 (0.92) 2.25 (0.88) 2.26 (0.76) 2.30 (0.97)
女 2.07 (0.76) 2.20 (0.87) 2.17 (0.84) 2.34 (0.87) 2.10 (0.86)
男 1.62 (1.04) 1.66 (1.03) 1.72 (1.13) 1.74 (1.15) 1.73 (1.21)
女 1.55 (1.00) 1.72 (1.24) 1.67 (1.15) 1.80 (1.12) 1.66 (1.09)
男 2.03 (1.36) 2.22 (1.44) 2.45 (1.37) 2.33 (1.42) 2.37 (1.38)
女 2.13 (1.36) 2.05 (1.23) 2.37 (1.38) 2.54 (1.33) 2.24 (1.37)
男 2.05 (1.02) 2.47 (1.20) 2.24 (1.19) 2.36 (1.18) 2.60 (1.20)
女 2.03 (0.88) 2.41 (1.15) 2.21 (1.06) 2.42 (1.10) 2.29 (1.24)
男 2.29 (1.16) 2.64 (1.23) 2.59 (1.26) 2.62 (1.23) 2.50 (1.17)
女 2.59 (1.14) 2.62 (1.17) 2.46 (1.33) 2.61 (1.22) 2.22 (1.16)
男 2.94 (0.90) 3.16 (0.88) 2.90 (0.87) 3.03 (0.87) 3.25 (0.92)
女 3.05 (0.82) 3.23 (0.78) 2.92 (0.99) 3.32 (0.87) 3.08 (0.95)
男 2.52 (1.19) 2.77 (1.22) 2.36 (1.28) 2.43 (1.23) 2.67 (1.20)
女 2.46 (1.30) 2.75 (1.18) 2.63 (1.34) 2.94 (1.18) 2.43 (1.19)
男 2.92 (1.10) 3.14 (1.24) 2.82 (1.30) 2.86 (1.19) 3.30 (1.28)
女 3.21 (1.18) 3.33 (0.91) 3.03 (1.24) 3.20 (1.08) 3.12 (1.24)
男 3.44 (1.37) 3.47 (1.26) 3.36 (1.21) 3.52 (1.27) 3.58 (1.27)
女 3.45 (1.26) 3.70 (1.04) 3.35 (1.33) 3.61 (1.25) 3.34 (1.31)
男 3.40 (1.37) 3.58 (1.28) 3.46 (1.17) 3.24 (1.22) 3.67 (1.17)
女 3.49 (1.19) 3.57 (1.12) 3.24 (1.30) 3.80 (1.13) 3.33 (1.25)
男 2.49 (1.37) 2.92 (1.39) 2.55 (1.36) 2.93 (1.34) 3.03 (1.37)
女 2.68 (1.34) 2.90 (1.34) 2.49 (1.31) 2.96 (1.25) 3.07 (1.47)
男 2.84 (1.37) 3.11 (1.34) 2.84 (1.47) 3.19 (1.36) 3.25 (1.41)
女 3.01 (1.25) 3.15 (1.36) 2.79 (1.38) 3.41 (1.14) 3.17 (1.40)

  5．胸の辺りがしめつけられるように感じたことがある

  11．何かにつけて、よく心配するほうである

  13．他人が自分のことをどう思っているのか気になるほうである

  22．自分の目標がよく分からない

  23．自分にはどんな仕事がよいのかわからない

  9．よく疲れを感じる

 精神的健康

  4．緊張して呼吸がしにくくなったことがある

  6．時々、考えごとでなかなか眠れないことがある

  8．元気、やる気、意欲がでない

  12．気持ちの落ち着かないことが多い

 自己・性格

  7．自分の言いたいことがうまく伝えられない

  10．自分に自信がもてない

性目項問質 入学年度

 身体的健康

  1．体調不良になることが多い

  2．病気・健康のことで気になることがある

  3．貧血・ひきつけをおこしたことがある

表 2-1　入学年度ごとの１年生の記述統計値（平均値と標準偏差）
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傾向にあり、最も高かった「自己・性格」でのみ最
頻値が 3.7であった。これらのことから、新入生の
悩みや心配としては、自己や性格に関することが多
い傾向にあるものの、全体としては概ね健康な学生
が多いと解釈することができる。
入学年度や男女による違いの有無を検討するため
に、表 2-1および表 2-2に示された平均値と標準偏
差を用いて、入学年度（5）×性（2）の分散分析を
おこなった。その結果を以下に示す。
1)身体的健康
カテゴリー全体として入学年度の主効果が有意で
あった（F (4,656)=3.01, p<.05）。Tukey 法を用いて
多重比較をおこなったところ､ 2017年度生は 2016

年度生および 2020年度生より身体的健康の不調度
が高かった。
項目ごとでは、項目 1（F (4,656)=2.39, p<.05）、項
目 2（F (4,654)=2.80, p<.05） お よ び 項 目 5（F 

(4,656)=3.49, p<.01）で主効果が有意であった。多重
比較をおこなったところ、2016年度生および 2020

年度生よりも 2017年度生の方が、病気や健康のこ
とで気になることがある（項目 2）と回答しており、
2016年度生よりも 2017年度生および 2019年度生
の方が、胸の辺りが絞めつけられるように感じた経
験を有していた（項目 5）。また、女性よりも男性の
方が、病気や健康のことで気になることがある（項
目 2）と回答していた（F (1,654)=5.28, p<.05）。加え
て、項目 3で要因間の交互作用が有意であった（F 

(4,655)=2.66, p<.05）。年度により、貧血やひきつけ
を起こしたことのある学生の割合が男女により異な
ることが示唆された。
2) 精神的健康
カテゴリー全体としては入学年度による違いは見
られなかった。項目ごとでは、項目 8で主効果が有
意であり（F (4,656)=3.04, p<.05）、2016年度生より

2016 2017 2018 2019 2020
男 2.54 (0.86) 2.55 (0.90) 2.48 (0.85) 2.52 (0.82) 2.94 (0.83)
女 2.49 (0.81) 2.33 (0.92) 2.49 (0.88) 2.49 (0.92) 2.95 (0.67)
男 2.76 (1.27) 2.96 (1.16) 2.95 (1.23) 2.95 (1.22) 3.13 (1.40)
女 3.11 (1.24) 3.03 (1.28) 2.97 (1.33) 3.15 (1.17) 2.78 (1.24)
男 2.30 (1.25) 2.27 (1.20) 2.23 (1.21) 2.26 (1.15) 2.20 (1.12)
女 2.13 (1.04) 2.15 (1.15) 2.08 (1.10) 2.28 (1.19) 1.93 (0.99)
男 3.44 (1.28) 3.59 (1.15) 3.73 (1.15) 3.66 (1.05) 2.50 (1.20)
女 3.76 (1.14) 4.20 (1.00) 3.59 (1.19) 3.96 (1.09) 1.86 (1.05)
男 2.53 (0.78) 2.79 (0.73) 2.66 (0.76) 2.80 (0.71) 2.83 (0.69)
女 2.64 (0.81) 2.83 (0.64) 2.62 (0.76) 2.73 (0.77) 2.65 (0.73)
男 1.46 (0.76) 1.66 (0.99) 1.46 (0.80) 1.72 (0.93) 1.70 (1.00)
女 1.51 (1.00) 1.56 (1.04) 1.29 (0.63) 1.46 (0.81) 1.52 (0.96)
男 3.35 (1.47) 3.51 (1.39) 3.54 (1.35) 3.60 (1.28) 3.80 (1.27)
女 3.49 (1.31) 3.72 (1.16) 3.59 (1.28) 3.68 (1.28) 3.59 (1.38)
男 3.46 (1.50) 3.71 (1.30) 3.74 (1.16) 4.02 (1.21) 3.97 (1.06)
女 3.35 (1.38) 3.92 (0.95) 3.57 (1.32) 3.72 (1.22) 3.71 (1.09)
男 2.41 (1.30) 2.86 (1.26) 2.51 (1.23) 2.53 (1.25) 2.55 (1.14)
女 2.68 (1.37) 2.95 (1.27) 2.59 (1.28) 2.75 (1.25) 2.53 (1.30)
男 2.46 (1.23) 2.84 (1.37) 2.78 (1.31) 2.71 (1.26) 2.73 (1.23)
女 2.80 (1.28) 2.72 (1.14) 2.86 (1.45) 2.87 (1.26) 2.59 (1.17)
男 2.05 (1.05) 2.15 (1.15) 1.92 (1.11) 2.19 (1.10) 2.22 (1.14)
女 2.03 (1.00) 2.10 (1.16) 1.86 (1.08) 1.90 (0.91) 1.97 (0.94)
男 2.63 (0.76) 2.87 (0.78) 2.73 (0.80) 2.85 (0.76) 2.81 (0.64)
女 2.52 (0.71) 2.81 (0.80) 2.66 (0.83) 2.89 (0.74) 2.68 (0.57)
男 2.40 (1.25) 2.81 (1.31) 2.65 (1.43) 2.79 (1.45) 2.88 (1.37)
女 2.46 (1.27) 2.84 (1.34) 2.67 (1.39) 2.92 (1.25) 2.53 (1.34)
男 3.14 (1.40) 3.67 (1.21) 3.43 (1.31) 3.64 (0.97) 3.50 (1.20)
女 3.38 (1.27) 3.72 (1.02) 3.46 (1.33) 3.86 (1.11) 3.62 (1.14)
男 1.97 (1.24) 2.22 (1.28) 2.09 (1.17) 2.29 (1.12) 1.97 (1.18)
女 1.82 (1.05) 2.11 (1.25) 1.94 (1.12) 2.08 (1.11) 1.71 (0.94)
男 3.00 (1.43) 3.07 (1.43) 3.04 (1.45) 2.81 (1.43) 2.62 (1.45)
女 2.51 (1.42) 2.87 (1.36) 2.71 (1.49) 3.01 (1.33) 2.09 (1.13)
男 3.37 (0.92) 3.40 (1.02) 3.55 (1.08) 3.29 (0.92) 2.93 (1.31)
女 3.59 (1.01) 3.48 (0.99) 3.46 (1.12) 3.44 (0.94) 2.55 (1.17)

  14．集団のなかにいると気疲れする

  28．信頼できる友達がいる

  27．授業料や生活費のことが心配である

  29．将来に希望をもっている

  25．卒業後、希望の仕事につくことができるか心配である

  26．家族のことで心配なことがある

 対人関係

  15．人間関係に悩んでいる

 学業・適応

  16．欠席しやすいほうである

  17．必要な単位がとれるか不安である

  18．とても苦手な教科がある

  19．授業が全くわからないとき、誰に相談すればよいのかわからない

  20．試験では、緊張して力を発揮できなくなりそうで心配である

  24．自分に合わない大学に入学してしまった気がして不安である

 生活・家族・将来

  21．卒業まで頑張れるか不安である

質問項目 性
入学年度

表 2-2　入学年度ごとの１年生の記述統計値（平均値と標準偏差）

注）Q28および Q29は逆転項目
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も 2017年度生および 2020年度生の方が、元気や
やる気が出ないと感じていた。
3) 自己・性格
カテゴリー全体として入学年度の主効果が有意で
あったが（F (4,656)=2.67, p<.05）、年度間の明確な
差は示されなかった。項目ごとでは、項目 22（F 

(4,655)=4.42, p<.01）および項目 23（F (4,655)=3.12, 

p<.05）で主効果が有意であった。多重比較をおこ
なったところ、2016年度生および 2018年度生より
も 2020年度生の方が、自分の目標がよく分からな
いと感じていた（項目 22）。また、2018年生よりも
2019年度生の方が自分にはどんな仕事がよいのか
分からないと回答していた（項目 23）。加えて、項
目 13では要因間の交互作用が有意であり（F 

(4,654)=2.60, p<.05）、年度によって他人の目を意識
する程度が男女で異なることが示唆された。
4)対人関係
カテゴリー全体として入学年度の主効果が有意で
あり（F (4,656)=7.27, p<.001）、2020年度生は他の
入学年度生よりも対人関係に悩みや課題を抱えてい
ることが示された。項目ごとに見ると、集団での他
者との接し方や人間関係の悩みは 2019年度以前と
異ならないが、2020年度生では他の入学年度生に
比べ、信頼できる友達がいると認識している者が少
ないこと（項目 28）が示された（F (4,654)=46.92, 

p<.001）。また、年度により男女でその程度が異な
ることが示された（F (4,654)=4.47, p<.001）。たとえ
ば、2020年度は全体的に他の年度に比べ少ないが、
特に女性で、信頼できる友だちがいると認識できて
いなかった。
5)学業・適応
カテゴリー全体としては入学年度による違いは見
られなかった。項目ごとでは、2019年度生では、
2016年度生に比べ、苦手な教科があると認識して
いる者（項目 18）が多かった（F (4,655)=3.13, 

p<.05）。
6)生活・家族・将来
カテゴリー全体として入学年度の主効果が有意で
あり（F (4,656)=3.63, p<.01）、2017年度生および
2019年度生は、2016年度生よりも生活・家族・将
来に対して悩みを抱えていた。項目ごとに見ると、
卒業後の就職を心配する者（項目 25）が、2016年
度生よりも 2017年度生および 2019年度生で多かっ
た（F (4,655)=3.41, p<.01）。また、女性よりも男性
の方が、家族のことで心配がある（項目 26）と回
答していた（F (1,655)=3.88, p<.05）。さらに、授業
料や生活費の心配（項目 27）については、2020年
度生は 2017年度から 2019年度生に比べて低く（F 

(4,655)=3.82, p<.01）、男性よりも女性の方が低かっ

た（F (1,655)=6.10, p<.05）。その反面、2020年度生
は 2016年度生を含め他の入学年度生に比べ、将来
に対する希望を感じることができていないこと（項
目 28）が示された（F (4,653)=12.57, p<.001）。
7)相談の希望の有無
表 3に、各年度の項目 30において、重複回答を含
め､「d. 大学（教員、保健室、相談室）に相談したい」
と「e. 誰かに相談したいが、まだ話せそうにない」
を選択していた者の割合を示す。石川県立大学の保
健室で、入学後早期の面談が必要と見なしているこ
れらのスクリーニング基準に該当する学生の割合
（潜在的面談必要者率）は、概ね 10％から 14％であっ
た。唯一 2019年度入学生においてのみ､ 24.8％の学
生が該当しており、特異的に高い傾向が示された。
その一方で、2020年度では、その他の年度に比べて
も、特に高い傾向は示されなかった。

以上の結果を要約すると、1年生を対象とした 5

年間の分析結果からは、以下のことが明らかとなっ
た。
（1） 「身体的健康」、「精神的健康」、「自己・性格」、
「学業・適応」、「生活・家族・将来」の各カ
テゴリー得点は年度による変動も見られた
が、コロナ禍での 2020年度に特異的な違い
は見られなかった。

（2） 「対人関係」のカテゴリー得点は、2020年度
入学生で他年度の入学生よりも高く、「信頼
できる友達がいる」と実感できないことが強
く影響していた。同様に、2020年度生は、「自
分の目標がよく分からない」と感じている程
度が高く、「将来に希望を持てる」と感じる
程度が低いことが明らかとなった。

（3） しかし、授業開始が 2週間程度遅れるという
連絡が周知されていた 4月初旬の段階におい
ては、早期の面談が必要とみなされる学生の
割合は例年と差異はなかった。

（2）2016 年度～ 2019 年度在学生に見る学年傾向
次に、2016年度から 2019年度の全学年の回答者

2019
2020
合 計

13.9 (19 / 137)
11.1 (15 / 135)
10.8 (15 / 139)
24.8 (32 / 129)
11,9 (15 / 126)
14.4 (96 / 666)

2018

2016
2017

表 3　入学年度別の潜在的面談必要者率（1年生）

注）括弧の中は、該当者数／回答者数を示す



－ 88 －

から、注意が必要な学生の発生可能性について、学
年による傾向の有無について検討をおこなった。分
析は、以下の手順でおこなった。
まず、各カテゴリー得点が 3点以上の者を抽出し、
構成する各項目に対して「e. あてはまる」および「d. 

ややあてはまる」と回答している項目数を算出した。
その上で、調査実施年度の各学年の回答者数に占め
る上記項目数が過半数以上になる者の割合を算出し
た。たとえば、「身体的健康」であれば、5項目中 3

項目以上「e 当てはまる」「d ややあてはまる」と回
答している者の割合を算出した。したがって、本割
合は、各学年集団において平均よりも各カテゴリー
において不調や悩みを認識している者の中でも、特
に強く認識している者の割合を示しているとみなす
ことができる。結果を表 4に示す。
本分析においても、5年間にわたる入学生の一般
傾向（表 2-1、表 2-2）と同様に、「自己・性格」に
対する項目に該当すると回答する者が多かった。学
年にかかわらず､ 平均して三人に一人くらいの割合
で、自分自身に自信がもてない、周りの目が気にな
るなど、自己の性格を否定的に捉えたり、悩みをもっ
ていたりすることが読みとれる。「身体的健康」でも、
各学年に 1割強の割合で不調を訴える学生が存在す
ることが示された。貧血や内臓疾患等、入学以前か
らなんらかの基礎疾患を抱えている学生が、毎年一
定数いることが本調査からも示唆される。「精神的
健康」では、入学直後ではやや少ないものの、2年
生以上になると 1割程度が該当していることが読み
取れる。学生は、入学時には、新生活への初期適応
が求められるが、2年生以降では新入生に比べ、学
生生活への慣れとともに、学生自身の活動範囲や対
人関係が広がることで、心理的葛藤やストレスを高
める機会も増加することが影響しているのではない
かと推察される。
一方、「学業・適応」および「生活・家族・将来」

の側面では、入学直後が最も高く、高学年ほど低い
傾向が読み取れる。これに対し、「対人関係」では、
入学直後と 3年春で高く、2年春と 4年春では低く
なっていることが横断的ながら示された。
これらの結果を俯瞰すると、石川県立大学におけ
る学生のメンタルヘルスの特徴として、「身体的健
康」や「精神的健康」、「自己・性格」の側面では、
学年にかかわらず、一定数悩みを抱えている者が存
在することが分かる。なかでも、学年にかかわらず、
他者からの評価を気にし、自分自身に対する自信
（i.e. 自己効力感： ）が低い、あるいは、
コミュニケーションに苦手意識を持つ学生が多いこ
とがうかがえる。これに対し、「学業・適応」ある
いは「生活・家族・将来」の側面では、入学直後に
は不安を抱えているものの、大学生活に慣れていく
にしたがい、悩みや不安が解消されていくことが読
み取れる。一方、「対人関係」の側面では、入学時
や専門科目の学習が本格化し､研究室配属が近づく、
あるいは、就職活動に向けたインターンシップが始
まるなど、進級に伴い、学習環境に変化がある時期
に上昇することが読み取れる。
但し、本調査のカテゴリー次元は、厳密には独立
したものではなく、それぞれの評価点は相互に関連
している可能性が否定できない。しかし、そのよう
な点を考慮した上でも、上述した結果は、心理的健
康の諸側面によって、学生支援が必要な時期や求め
られる対応が異なることを示しており、4年間の学
生生活を総合的に把握した上での学生支援の体制整
備が求められるといえる。
なお、コロナ渦で入学した 2020年度入学生（1

年生）についても同様に算出したところ、「身体的
健康」では 10.3％、「精神的健康」では 7.1％、「自己・
性格」では 37.3％、「対人関係」では 25.4％、「学業・
適応」では 26.2％、「生活・家族・将来」では
15.1％であった。これらの結果を 2019年度以前の

2016 2017 2018 2019 2016 2017 2018 2019 2016 2017 2018 2019
１年生 10.9 17.0 11.5 14.0 13.4 5.1 6.7 5.0 10.1 6.7 29.9 34.1 28.1 37.2 32.3
２年生 11.5 11.4 21.8 14.0 14.7 8.5 7.6 14.5 11.8 10.6 33.1 37.1 41.1 36.8 37.0
３年生 15.6 9.4 16.8 17.6 14.9 9.4 7.1 13.1 13.2 10.7 35.9 31.5 39.4 44.1 37.7
４年生 15.4 8.2 6.2 13.2 10.8 12.2 5.2 9.7 11.8 9.7 36.6 27.8 27.4 34.6 31.6

2016 2017 2018 2019 2016 2017 2018 2019 2016 2017 2018 2019
１年生 16.1 17.0 13.7 14.7 15.4 12.4 15.6 15.8 17.8 15.4 16.8 30.4 20.1 24.0 22.8
２年生 10.0 5.3 9.7 6.6 7.9 13.1 6.8 9.7 10.3 10.0 17.7 12.9 25.8 15.4 18.0
３年生 15.6 8.7 13.9 14.0 13.0 10.2 6.3 5.1 10.3 8.0 20.3 15.7 17.5 14.0 16.9
４年生 10.6 7.2 7.1 8.8 8.4 2.4 4.1 1.8 2.9 2.8 15.4 14.4 10.6 11.0 12.9

対人関係
平均

学業・適応
平均

生活・家族・将来
平均

身体的健康
平均

精神的健康
平均

自己・性格
平均

表 4　各カテゴリーの平均スコアが 3.0以上で、各構成項目内で「あてはまる」「ややあてはまる」の該当数が
過半数の者の割合（％）

注） 2016年の 1年生の場合、回答者 137名のうち、身体的健康 5項目の平均が 3.0以上かつ 3項目以上で「あてはまる」「ややあてはまる」
を選択した者が 15名いる。以上を基に、15／ 137× 100＝ 10.9と算出されている。
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入学生の割合と比較すると、「身体的健康」、「精神
的健康」、「自己・性格」では、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大の影響があるにも関わらず、同程
度といえる。　
これに対し、「対人関係」、「学業・適応」の側面
の割合は例年に比べ高く、「生活・家族・将来」の
割合は逆に低い傾向が認められた。このうち、「対
人関係」の結果は、表 2-2に示された 5年間の一般
傾向を補足する結果が示されたといえる。すなわち、
表 2-2では、コロナ渦中での 2020年度入学生は
2019年度以前の入学生に比べ、対人関係について
の悩みや不安が高い傾向にあることが示されたが、
加えて、本結果は例年に比べ、悩みや不調を強く認
識している者の割合が 2019年度以前に比べ多いこ
とを示していると解釈することができる。
一方、「学業・適応」や「生活・家族・将来」の
側面では、表 2-2に示された一般傾向においては、
例年との違いは認められなかった。これらのことか
ら、「学業・適応」の側面については、全体として
悩みを抱えている学生が多いのではなく、該当する
と回答している学生は構成する項目の多くに、「当
てはまる」や「やや当てはまる」と回答していると
推察される。このことは、個人差の大きさや、対面
授業、遠隔授業システムを用いた遠隔授業にかかわ
らず、例年以上に基礎学力に不安を感じ、学習支援
を必要とする学生が存在している可能性を意味して
いる。これに対し、「生活・家族・将来」の側面では、
特定の数項目のみに該当数が多く、多くの項目に該
当する者は逆に少なかった。このことが表 2-2に示
される一般傾向では例年との差異が示されなかった
ことに反映されたと解釈される。

まとめ
本研究では、石川県立大学の在学生を対象として、
新年度オリエンテーション時に実施された「心と体
の健康調査」のデータを用い、入学時点での不安や
悩みに、入学年度や男女による違いが見られるのか
否か、また、不安や悩みを有する程度に学年による
違いが見られるのか否かについて検討することを目
的とした。
その結果、コロナ禍の 2020年度に入学した学生
は、オンライン授業が始まる前段階において､ 既に
対人関係や将来に対して不安を感じていたことが明
らかになった。一部では、入試制度の変革期にあた
り、基礎学力に不安を感じつつ入学している学生が
存在することも示唆された。
また、2016年度から 2019年度の在学生を対象と
した分析においても、横断的分析ながら、学年が上
がるにつれ不安が解消されていくことが示唆される

側面とそうではない側面があること、カリキュラム
段階での節目に不安度が高まる側面があることなど
が示唆された。
これらの結果は、毎年新年度早々におこなわれて
いる本調査が、学生の内省による間接評価指標を用
いており、かつ、ベンチマークがないという限界を
有しつつも、石川県立大生のメンタルヘルスの一般
的傾向を明らかにするとともに、一定のスクリーニ
ング効果としての機能が期待できることを示してい
るといえる。今後は､ 本研究で明らかとなった点を
踏まえた学生サポートのあり方を検討していくこと
が求められる。また、2020年度入学生については､
オンライン授業や一部で解除された対面授業を経た
前期終了時において､ 本調査で示された入学時の不
安や悩みがどのように変化しているのか否かについ
てもなんらかの方法で明らかにしていく必要がある。

注釈
1.  石川県立大学の保健室が発行する「いのち」（教職
員用, 2020.3.30）によると､ 2017年度の相談件数は､
保健室が77件、相談室が10件、2018年度が同順に138

件と48件、2019年度が130件と71件となっている。
このような相談件数の増加に対応するため、2019年
度から相談室の非常勤カウンセラーが隔週火曜日
（午後4時間）の一人体制から週に一回の二人体制に
増強され、専任の養護教諭1名とともに、学生の心
身のサポートにあたっている。2019年度の外科的・
内科的処置を除く相談による月別利用状況では、6

月と1月、3月に20名程度の相談が寄せられているこ
とが報告されている。
2.  本調査は、矢野喜夫石川県立大学名誉教授により

2013年度から企画・準備されたものが原型となって
いる。それらを踏まえ、2015年度に著者の一人であ
る坂上（当時は保健室）と矢野喜夫名誉教授により現
在の調査票が作成され、2016年度以降は坂上が中心
になって関係部署（e.g. 学生部委員会、ハスメント相
談を含む学生相談員）と連携しながら実施されてき
たものである。
3.  年度ごとの入学者数は、表1に示されるように、

2016年度が137名（男性66名，女性71名）、2017年度
が135名（男性73名、女性62名）、2018年度が139名（74

名、65名）、2019年度が129名（58名、71名）、2020年
度が131名（男性69名、女性62名）であった。これらに、
3年次には若干名（0～ 3名）の編入生が加わり、学年
によっては留年生が加わる。表1では回収数を示し
ている。
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